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大庄屋三木家所蔵懐徳堂関連資料の寄託受け入れについて
播磨国辻川(現・兵庫県福崎町西田原辻川)の三木家は、辻川組二十一カ
村の大圧屋を務め、一時は山崎組十九カ村の大圧屋も兼帯した名家である。辻川三木家の六代当主である通明(一七八二
i
一八四四年)は中井竹山や股
野達軒らに学び、七代当主の通深(一八二四
1
一八五七年)は並河寒泉や林
聖樫らに学んだ。三木家には現在もなお膨大な資料が伝えられているが、民具や古文書のみならず大量の漢籍や和書も残されていることは、同家の好学の気風をうかがうに足るであろう(福崎町教育委員会『三木家住宅文献・ 目録』一九九九年など 参照)。なお、民俗学者の柳回国男が幼時に三木家へ預けられ、八代当主通済(一八四八
1
一 九
O
一年)のもと、そ
の大量の蔵書を読みふけっていたことは有名である。
通明および通深が懐徳堂に学んでいた関係から、三木家の蔵書の中には
懐徳堂に関わる資料も多く含まれている。三木家所蔵の懐徳堂関係資料としては、中井竹山・桐園・並河寒泉らといった懐徳堂関係者の著書や書軸、書簡などが挙げられるが、特筆すべきは、通深が懐徳堂に遊学した際に作成した多数の紗本であろう。通深が懐徳堂に滞在していたのは天保十二年(一八四一年) 後半、わずか半年ほどにすぎない 、桐園や寒泉 こ 「神童」の帰郷に際し、幾種もの送序や肢 贈っている(すべて 現存)。
財団法人懐徳堂記念会では以前より、三木家に対して懐徳堂関連資料の
懐徳堂
ン
セ
タ
購入あるいは寄託について交渉を持ち、受入後の保管場所については大阪大学総合学術博物館とも折衝してきた。しかし様々な事情により長い問、これら資料にかかわる受入交渉は決着 みなかったのである。
二
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二年、財団法人懐徳堂記念会の嘱託研究員制度廃止にともない、
財団法人懐徳堂記念会が従来保有して た調査研究機能の一部が大阪大学大学院文学研究科懐徳堂センターへ移管された。あわせて同センター室が開設され、わずかながら独自の収蔵スペースを確保で ため、貴重資料の新規受入が現実的 ものとなった。
大阪大学の独立行政法人化が完了したこ
OO
四年、懐徳堂センターから
三木家に対して、関係資料を寄託していただきたい旨の希望をあら め申し入れた。数次に及ぶ交渉の結果、幸い も十代夫人三木美子氏および十一代当主三木雅雄氏のご理解を頂戴し 同年九月九日には 雅雄 と本研究科長との聞 三年間の無償寄託契約(二
OO
七年八月まで)が締結
され、資料は本センターへと搬 された。
三木家のご厚意に対して御礼を申し上げるとともに、寄託に至る経緯を
記して明らかとする次第である。
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さて、今回寄託をいただいた資料は書簡・書籍・書画など百数十点に及び、
懐徳堂関係資料の総数より大幅に多い。三木家においては独自の資料整理と、グルーピングが進められており、この一種の「原秩序」を破壊しないため、懐徳堂関連資料を含む最小のグループを単位として寄託対象を選定した結果である。資料の点数 膨大であるため 資料の同定と目録作成が最優先である いう認識は関係者間に一致して 作業は寄託受入の直後に開始された。また資料の内容分析も同時に進められており、詳細は今後の報告に委ねたいが、例として資料のうち一点のみを紹介する。
書籍
hm
『懐徳堂改正副墨例墨』は、懐徳堂における「副墨」訓読法の
凡例である。わずか二葉の仮綴本であるが、懐徳堂独自の訓読法 示した貴重な紗本である。下記のような体裁 、一葉を上下二段に分け、上段に一般的な訓読法、下段に懐徳堂 訓読法を示しており、示された凡例は、およそ四十六条
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懐徳堂独自の訓読法については、これによって実際に訓読された資料などによって研究が進められているが、訓読法そのものについての解説や凡例として本資料はきわめて重要である。
資料の現地保存、また資料の分散を避ける必要などから、本寄託契約は
二
OO
七年八月までと設定されており、当該期聞が満了した時点でこれら
資料はすみやかに三木家へ返還される予定である。
本学においてこれらの資料を調査・研究することは、懐徳堂に かわる
研究に新見をもたらすのみならず、兵庫県の歴史や文化についても必ずや新たな展望をもたらすこと つながるであろう。
(九月末日井上記)
付記
本件資料は現在懐徳堂センター室に保管されているが、契約上、室外者による閲覧などについては三木家の事前許可を要す。手続についてはセンター室まで御照会いただきたい。
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